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嘔文化庁提言象

文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）
ヰ
刈
公
口
甲
力
岬
如

，
 

I
5
~
r

ー
＇
，
ー
，

I
・
・
・

平
成
一
八
年
七
月
五
日
、
広
島
平
和
記
念
資

料
館
と
世
界
平
和
記
念
聖
堂
の
二
件
の
建
造
物

が
、
戦
後
の
建
造
物
と
し
て
初
め
て
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
平
和
記
念
資
料
館
は
、
昭
和

□六
年
ニ

月
に
起
工
し
、
昭
和
三
0
年
八
月
に
開
館
し
た

も
の
で
、
世
界
的
な
建
築
家
・
丹
下
健
一
一
一
の
出

発
点
と
な
っ
た
建
築
作
品
で
あ
り
、
国
際
的
に

高
い
評
価
を
受
け
た
最
初
の
戦
後
建
築
で
す
。

同
じ
広
島
市
内
に
所
在
す
る
世
界
平
和
記
念
聖

堂
は
、
建
築
家
・
村
野
藤
吾
の
設
計
に
よ
り
昭

和
二
九
年
八
月
六
日
に
献
棠
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
聖
堂
で
、
世
界
平
和
の
実
現
を
祈
念
す

る
建
築
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
戦
後
村
野
藤
吾

の
原
点
と
な
る
建
築
的
作
品
で
も
あ
り
ま
す
。

西
大
学
簡
文
館
（
昭
和
三
0
年
／
大
阪
府
吹
田

市
）
、
兵
庫
県
建
築
部
営
繕
課
の
設
計
で
光
安
義

光
が
担
当
し
た
日
本
真
珠
会
館
（
昭
和
二
七
年
／

兵
庫
県
神
戸
市
）
、
吉
阪
隆
正
設
計
の
浦
家
住
宅

主
屋
（
昭
和
三
一
年
／
兵
庫
県
西
宮
市
）
、
丹
下

健
三
設
計
に
な
る
倉
吉
市
役
所
本
庁
舎
（
昭
和

＝
二
年
／
鳥
取
県
倉
吉
市
）
が
あ
り
ま
す
。
戦

後
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
登
録
の
増
加
傾
向
に
は
、

戦
後
建
築
の
重
要
文
化
財
指
定
の
後
押
し
が
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

戦
後
建
築
の
重
要
文
化
財
指
定
に
際
し
て
は
、

日
本
建
築
学
会
等
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

再
評
価
の
動
き
が
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
ド
コ
モ
モ

(
D
O
C
O
M
O
M
o
[

近
代
建
築
に
関
す
る
建
物
、
敷
地
、
環
境
の
資

料
化
と
保
存
の
た
め
の
国
際
組
織
）
・
ジ
ャ
パ
ン

と
も
に
、
被
爆
都
市
広
島
に
お
け
る
復
興
の
先

駆
的
存
在
で
あ
り
、
戦
後
日
本
を
象
徴
す
る
代

表
的
建
築
と
い
い
え
る
で
し
ょ
う
。

霊
要
文
化
財
建
造
物
の
指
定
が
昭
和
の
建
築

物
に
及
ん
だ
の
は
平
成
九
年
の
こ
と
で
、
昭
和

九
年
竣
工
の
明
治
生
命
保
険
相
互
会
社
本
社
本

舘
（
東
京
都
千
代
田
区
）
が
そ
の
第
一
号
で
し

た
。
次
い
で
、
平
成
一

0
年
―
二
月
、
昭
和
四

年
竣
工
の
三
井
本
館
（
東
京
都
中
央
区
）
が
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
土
木
構
造
物

で
は
、
昭
和
九
年
建
設
の
富
岩
運
河
水
間
施
設

（
富
山
県
富
山
市
）
が
最
初
の
指
定
物
件
で
、
末

広
橋
梁
（
三
重
県
四
日
市
市
）
、
白
水
溜
池
堰
堤

水
利
施
設
（
大
分
県
竹
田
市
・
萩
町
）
、
旧
筑
後

川
株
梁
（
福
岡
県
大
川
市
・
佐
賀
県
佐
賀
市
）
、

に
よ
る
平
成
一
五
年
五
月
の
「
文
化
遺
産
と
し

て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
一

0
0
選
（
ド
コ
モ
モ

i

O

O
選
）
」
の
発
表
が
あ
り
ま
す
。
ド
コ
モ
モ

1
0
0
選
に
は
、
既
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
旧
山
邑
家
住
宅
（
大
正
一
三
年
／
兵

庫
県
芦
屋
市
／
昭
和
四
九
年
五
月
指
定
）
と
自

由
学
園
明
日
館
（
大
正
一

0
年
／
東
京
都
豊
島

区
／
平
成
九
年
五
月
指
定
）
と
い
う
フ
ラ
ン
ク
・

ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
二
作
品
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
平
成
一
七
年
―
二
月
に
宇
部
市
渡
辺
翁
記

念
会
館
（
昭
和
―
―
一
年
／
山
口
県
字
部
市
）
を

指
定
し
、
平
成
一
八
年
七
月
に
は
先
述
の
戦
後

建
築
二
件
の
指
定
と
同
時
に
旧
日
向
家
熱
海
別

邸
地
下
室
（
昭
和
―
一
年
／
静
岡
県
熟
海
市
）

と
旧
京
都
中
央
電
話
局
西
陣
分
局
舎
（
大
正
一

0
年
／
京
都
府
京
都
市
）
二
件
が
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、

三
件
目
の
戦
後
建
築
と
し
て
、
コ

ル
ビ
ュ
ジ
エ
設
計
の
国
立
西
洋
美

術
館
本
館
（
昭
和
三
四
年
／
東
京

都
台
東
区
）
が
、
平
成
一
九
年
一

二
月
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

参
事
官
（
建
造
物
担
当
）
と
し

て
は
、
建
築
に
つ
い
て
は
前
記
の

名古屋テレビ塔［撮影：小野吉彦l

丸
沼
堰
堤
（
群
馬
県
片
品
村
）
、
萬
代
橋
（
新
潟

県
新
潟
市
）
、
豊
稔
池
堰
堤
（
香
川
県
観
音
寺

市
）
‘
清
洲
橋
（
東
京
都
中
央
区
・
江
東
区
）
、

勝
閥
橋
（
東
京
都
中
央
区
）
が
続
い
て
い
ま
す
。

登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
で
は
、
最
初
に
登

録
さ
れ
た
戦
後
建
築
は
、
平
成

l

一
年
一

0
月

に
登
録
さ
れ
た
広
瀬
川
美
術
館
（
詳
馬
県
煎
橋

市
）
で
、
現
在
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
戦
後
の
建

造
物
は
一
三
二
件
を
数
え
ま
す
゜
こ
の
中
に
は
、

昭
和
二
九
年
築
の
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
（
愛
知
県

名
古
屋
市
）
な
ど
の
戦
後
な
ら
で
は
の
建
造
物

が
含
ま
れ
ま
す
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
系
の
戦
後
建
築

で
は
、
坂
倉
準
三
•
前
川
國
男
。
吉
村
順
三
の

共
同
設
計
に
な
る
国
際
文
化
会
館
本
館
（
昭
和

三
0
年
／
東
京
都
港
筐
）
、
村
野
藤
吾
設
計
の
関

ド
コ
モ
モ
一

0
0
選
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
を
行
い
、
ま
た
土
木
構
造
物
に
つ
い
て
も
調

査
を
深
め
、
戦
後
の
建
造
物
の
重
要
文
化
財
指

定
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
は
現
役
の
施
設
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と

も
あ
っ
て
所
有
者
や
管
理
者
か
ら
指
定
に
つ
い

て
の
合
意
を
得
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
登
録
文
化
財
も
含
め
て
、
継
続
し
て
活

用
し
な
が
ら
文
化
財
と
し
て
維
持
管
理
、
保
存

を
図
る
に
は
、
文
化
財
保
護
法
だ
け
で
な
く
そ

れ
ぞ
れ
に
固
有
の
関
係
法
令
や
技
術
基
準
等
と

の
適
合
が
必
要
で
す
し
、
ま
た
鉄
骨
や
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
こ
れ

に
適
っ
た
修
理
技
術
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要

で
す
。
こ
の
た
め
文
化
庁
で
は
現
在
、
戦
後
建

造
物
を
含
む
近
代
化
遺
産
の
修
理
等
に
係
る
指

針
策
定
の
調
査
研
究
会
を
設
置
し
、
調
査
や
学

識
者
等
の
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す。
今
後
、
文
化
財
と
し
て
の
指
定
や
登
録
が
必

要
な
戦
後
建
造
物
が
急
増
し
て
く
る
こ
と
は
確

実
で
す
。
国
民
、
所
有
者
・
管
理
者
等
の
理
解

を
得
て
、
そ
の
文
化
財
指
定
や
登
録
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
、
修
理
に
つ

い
て
万
全
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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日土小学校：川に張り出した図書室

ド
コ
モ
モ
と
呼
ば
れ
る
組
織
は
「

D
o
c
o

M
O
M
0
 :
 
D
o
c
u
m
e
n
ta
tio
n
 a
n
d
 C
o
n
s
e
r
v
a
,
 

tio
n
 of
 
b
u
ild
in
gs, 
sites 
a
n
d
 n
e
igh
b
o
r
h
o
o
d
s
 

of
 
th
e
 M
o
d
e
r
n
 M
o
v
e
m
e
n
t
」
の
こ
と
で
あ
り
、

「
モ
ダ
ン
：
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
か
か
わ
る
建
物
と

環
境
形
成
の
記
録
調
査
お
よ
び
保
存
の
た
め
の

国
際
組
織
」
と
訳
さ
れ
る
。
一
九
八
八
年
に
設

立
さ
れ
た
国
際
学
術
組
織
で
あ
り
、
そ
の
会
員

の
専
門
分
野
は
、
建
築
史
研
究
者
だ
け
で
は
な

く
、
建
築
家
、
建
築
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
都
市
計
画

家
、
行
政
関
係
者
な
ど
幅
広
い
。
二
年
に
一
回

世
界
各
地
で
総
会
が
開
か
れ
て
き
た
。
日
本
支

節
で
あ
る
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
二
0
0
0

年
の
ブ
ラ
ジ
リ
ア
総
会
で
ド
コ
モ
モ
の
正
式
メ

ン
バ
ー
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
現
庄
世
界
中
の

四
五
の
国
や
地
域
が
こ
の
ド
コ
モ
モ
に
加
盟
し

て
い
る
。

現
代
建
築
を
ど
の
よ
う
に
歴
史
的
文
化
遺
産

と
し
て
継
承
さ
せ
る
か
が
大
切
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
問
題
と
な
っ
た
戦
後
建
築
の
事
例
を
こ
こ

で
は
振
り
返
っ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

旧
日
本
相
互
銀
行
本
店
は
前
川
圏
男
の
設
計

で
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
に
建
て
ら
れ
、

日
本
建
築
学
会
賞
を
受
賞
し
た
建
築
で
あ
る
。

一
・
ニ
階
に
は
柱
の
な
い
銀
行
営
業
室
を
つ
く

り
、
三
ー
七
階
は
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
や
ア
ル
ミ
パ

ネ
ル
に
よ
る
横
連
窓
を
も
つ
事
務
室
で
、
八
・

九
階
は
オ
ー
デ
イ
ト
リ
ウ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
全

溶
接
鉄
骨
構
造
の
採
用
な
ど
当
時
の
最
先
端
の

技
術
を
採
用
し
た
ビ
ル
で
あ
り
、
現
在
は
三
井

住
友
銀
行
の
所
有
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
各
方

面
か
ら
の
要
望
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
面
建
替

え
が
発
表
さ
れ
た
。

一
九
五
五
年
（
昭
和
―
―
1
0
)
に
前
川
藍
男
、

ド
コ
モ
モ
。
ジ
ャ
パ
ン
は
―
1
0
0
0
年
に
、

ド
コ
モ
モ
ニ

0
選
と
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
を
―
1
0
作
品
選
び
、
そ
れ
ら

を
展
示
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
試
み

は
後
に
、
ド
コ
モ
モ
一

0
0
選
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
そ
の
展
覧
会
を
組
織
す
る
ま
で
に
展
開

し
た
。
そ
こ
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
一
0
0

の
建
物
は
一
九
二

0
年
代
か
ら
高
度
経
済
成
長

を
迎
え
た
六
0
年
代
に
及
ぶ
。

こ
の
後
近
代
建
築
の
リ
ス
ト
ア
ン
プ
は
た
母
年

少
し
ず
つ
拡
充
さ
れ
、
現
在
で
は
一
―
五
の
建

築
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九

七
0
年
代
に
竣
工
し
た
建
築
に
つ
い
て
も
リ
ス

ト
に
加
え
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
作
業
は
、
戦
後
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
に
つ
い

て
も
、
正
当
な
評
価
が
下
さ
れ
、
将
来
に
わ
た

る
保
存
や
継
承
の
基
盤
を
形
成
す
べ
き
だ
と
の

坂
倉
準
―
―
-
、
吉
村
順
三
の
共
同
設
計
に
よ
り
完

成
し
た
国
際
文
化
会
館
は
、
こ
の
敷
地
に
存
在

し
て
い
た
岩
崎
小
弥
太
邸
の
庭
と
の
調
和
を
図

っ
て
建
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
事
は
日
本
建

築
学
会
賞
業
績
賞
を
受
賞
し
た
。
二

0
0
六
年

（
平
成
一
八
）
に
は
「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
登

録
さ
れ
た
。
0
五
年
（
平
成
一
七
）
に
は
耐
震

補
強
を
含
む
大
規
模
改
修
を
実
施
し
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
建
築
と
し
て
の
外
観
や
、
庭
と
建
物
の
伝

統
的
な
た
た
ず
ま
い
は
変
え
る
こ
と
な
く
保
存

さ
れ
た
。

ひ

づ

ち

日
土
小
学
校
校
舎
は
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
に

勤
め
る
松
村
正
恒
の
設
計
に
よ
り
、
一
九
五
六

年
（
昭
和
三
一
）
と
五
八
年
（
同
三
二
）
の
二

期
に
分
け
て
建
て
ら
れ
た
木
造
校
舎
で
あ
る
。

ド
コ
モ
モ
で
は
こ
の
建
築
の
保
存
要
望
書
を
提

出
し
、
建
築
学
会
四
国
支
部
や
建
築
家
協
会
愛

媛
支
部
と
協
力
し
て
、
そ
の
保
存
活
用
計
画
を

推
進
し
て
い
る
。
市
で
も
重
要
文
化
財
指
定
を

目
指
し
て
、
質
の
高
い
改
修
計
画
を
行
お
う
と

し
て
い
る
。

国
立
西
洋
美
術
館
は
一
九
五
九
年
（
昭
和
三

四
）
に
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
基
本
設
計
に

よ
っ
て
竣
工
し
た
建
築
で
あ
る
。
前
川
國
男
・

坂
倉
準
三
•
吉
阪
隆
正
が
実
施
設
計
・
監
理
に

認
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
0
0
六
年
に
広
島
平
和
記
念
資
料
館
と
世

界
平
和
記
念
聖
堂
が
、
我
が
国
の
戦
後
建
築
物

と
し
て
は
初
め
て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
と
は
い
え
、
戦
後
の
建
築
は
い
ま
だ
十

分
な
評
価
が
下
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
た
め

保
存
・
継
承
の
手
段
も
十
分
に
は
講
じ
ら
九
て

い
な
い
。
そ
う
し
た
将
来
を
見
据
え
た
作
業
と

し
て
、
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
作
業
は
続
け

ら
れ
て
い
る
。
現
在
我
が
国
で
は
、
重
要
文
化

財
の
指
定
も
、
登
録
有
形
文
化
財
の
選
定
も
、

建
設
後
五
0
年
を
経
た
時
点
で
そ
の
対
象
と
な

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
互

0
年
の
年
月
を

経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
評
価
が
定
ま
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
五
0
年
に
達
す
る
ま
で
の
期
間
に
取
り
壊

さ
れ
る
建
築
は
数
多
い
。

協
力
し
完
成
さ
せ
て
い
る
。
九
八
年
（
平
成
一

0

)

に
は
旧
建
設
省
に
よ
る
「
公
共
建
築
百
選
」

に
選
定
さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
年
に
大
規
模
な
免

震
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
格
的
な
免

震
工
事
と
し
て
は
日
本
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
首
相
官
邸
建
設
に
伴
っ
て
そ
れ
ま
で

の
官
邸
を
公
邸
と
し
て
活
用
す
る
際
に
も
免
震

化
工
事
が
採
用
さ
れ
た
。
国
立
西
洋
美
術
館
の

ほ
う
は
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
提
出
し
て
い

る
一
連
の
「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
建
築
と
都

市
計
画
」
の
一
っ
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
登
録

の

過

程

に

あ

る

。

＇

こ
の
ほ
か
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
に

坂
倉
準
―
―
ー
の
設
計
に
よ
っ
て
鎌
倉
に
建
て
ら
れ

た
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
は
そ
の
帰
趨
が
い

ま
だ
に
不
明
確
で
あ
る
。
一
方
、
六
六
年
（
昭

和
四
一
）
に
菊
竹
清
訓
の
設
計
に
よ
り
建
て
ら

れ
た
都
城
市
民
会
館
は
、
解
体
が
予
定
さ
れ
て

い
た
が
、
南
九
州
大
学
が
二

0
年
間
貸
与
を
市

に
要
望
し
、
市
が
受
け
入
れ
た
こ
と
で
保
存
が

決
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
戦
後
建
築
の
保
存
・
継
承
に
関
し

て
、
ド
コ
モ
モ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
要
望
書
の
提
出
、

委
員
会
へ
の
参
加
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等

を
通
じ
て
か
か
わ
っ
て
い
る
。
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飯
・
豆
腐
と
葱
の
汁
・
秋
刀
魚
の
塩
焼
・
野
菜

の
煮
物
・
ほ
う
れ
ん
草
の
胡
麻
和
え
土
加
子
の

糠
潰
け
で
あ
る
。

右
に
三
畳
ほ
ど
の
台
所
が
あ
る
。
窓
際
に
流

し
と
ガ
ス
台
、
食
器
戸
棚
が
並
び
、
床
は
上
げ

板
に
な
っ
て
い
る
。
上
げ
板
の
下
は
ぬ
か
み
そ

桶
や
炭
、
酒
や
醤
油
瓶
類
の
入
れ
場
所
で
あ
る
。

ゃ

も
と
は
裏

D
の
外
に
下
屋
が
さ
し
か
け
て
あ
っ

て
、
寵
と
井
戸
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
室
内
化

し
て
学
芸
員
室
と
し
て
い
る
。

茶
の
間
の
左
は
縁
側
、
奥
が
座
敷
で
あ
る
。

縁
側
は
も
と
は
ぬ
れ
縁
だ
っ
た
が
、
現
在
は
半

聞
幅
の
廊
下
に
な
っ
て
い
る
。
座
敷
も
も
と
は
六

畳
だ
っ
た
が
、
出
窓
に
改
造
し
た
り
し
て
、
現
在

は
変
形
の
八
畳
に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
に

は
母
が
嫁
入
り
に
持

っ
て
き
た
桐
だ
ん
す

と
仏
壇
が
懺
か
れ
、

裁
ち
板
や
針
箱
な
ど

並
べ
て
、
母
が
和
裁

を
し
て
い
た
状
態
に

復
元
し
て
い
る
。

こ
の
家
に
往
事
は

一
家
六
人
と
下
宿
人

昭和の香りを漂わせる，その名も「昭和のくらし博物

館」（旧小泉家住宅）

こ
の
と
こ
ろ
、
日
本
人
か
ら
和
風
住
宅
の
常

織
と
い
う
か
、
マ
ナ
ー
が
消
滅
し
て
い
っ
て
い

る
の
を
し
き
り
に
感
じ
る
。

例
え
ば
和
風
住
宅
の
場
合
、
履
き
物
を
脱
い

で
、
そ
の
足
を
直
接
床
に
上
げ
る
の
が
常
識
で

あ
る
。
だ
が
最
近
は
こ
れ
が
変
わ
っ
て
き
て
、
靴

を
脱
い
で
、
い
っ
た
ん
土
間
に
足
を
お
ろ
し
て

か
ら
、
床
に
上
が
る
の
で
あ
る
。
ま
る
で
外
国

人
の
よ
う
で
あ
る
。
子
ど
も
な
ど
は
も
う
ほ
と
ん，

や
か

ど
が
こ
の
方
式
で
あ
る
。
こ
の
た
め
玄
関
の
上

り
据
が
汚
れ
て
し
ま
う
。
雨
の
日
な
ど
は
こ
と

に
ひ
ど
い
。
汚
れ
た
こ
と
に
す
ら
気
が
つ
か
な
い

ら
し
い
。
中
に
は
「
靴
を
脱
ぐ
の
で
す
か
？
」
な

ど
と
聞
く
入
ま
で
い
て
び
っ
く
灯
す
る
。

我
が
家
を
く
ら
し
博
物
館
に

私
は
東
京
の
大
田
区
に
昭
和
二
六
年
(
-
九

五
一
）
に
建
て
た
我
が
家
を
「
昭
和
の
く
ら
し

博
物
館
」
と
し
て
公
開
し
て
い
る
。
前
年
の
二

五
年
に
始
ま
っ
た
住
宅
金
融
公
直
の
融
資
を
受

け
て
建
て
た
、
木
造
二
階
建
、
延
坪
一
八
坪
の

い
わ
ゆ
る
公
庫
住
宅
で
あ
る
。
無
人
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
た
め
、
戟
後
の
庶
民
住
宅
史
お
よ
び

庶
民
生
活
史
の
資
料
と
し
て
残
し
て
お
く
こ
と

を
考
え
て
、
平
成
―
一
年
(
-
九
九
九
）
、
公
開

に
跨
み
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
一
四
年
に

は
国
の
登
録
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。

そ
う
い
う
建
物
だ
か
ら
、
典
型
的
な
昭
和
の

小
住
宅
で
あ
る
。
玄
関
は
引
き
戸
で
、
開
け
る

と
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
鈴
が
嗚
る
。
玄
関
は
人
造

大
理
石
の
土
間
で
、
二
五

cm
ほ
ど
床
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
上
が
っ
た
と
こ
ろ
は
四
畳
半
ほ
ど

の
洋
間
で
、
建
築
技
師
だ
っ
た
父
が
書
斎
兼
応

が
暮
ら
し
て
い
た
。
風
呂
は
な
い
か
ら
銭
湯
ヘ

行
く
。
洗
濯
機
が
我
が
家
に
入
っ
た
の
は
昭
和

三
0
年
、
そ
れ
ま
で
は
井
戸
嬉
で
た
ら
い
と
洗

濯
板
で
ご
し
ご
し
や
っ
て
い
た
。
夏
は
張
物
、
秋

は
布
団
作
り
が
母
の
年
中
行
事
、
服
は
月
賦
の

ミ
シ
ン
で
自
分
た
ち
で
縫
っ
て
い
た
。

夏
は
涼
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
の
夕
食
、
冬
は

こ
た
つ
で
お
し
ゃ
べ
り
、
客
が
来
れ
ば
泊
ま
っ

て
い
く
、
暮
れ
に
は
隣
近
所
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
餅
つ
き
を
す
る
、
そ
ん
な
く
ら
し
だ
っ
た
。

日
本
の
住
文
化
を
残
し
た
い

博
物
館
と
し
て
公
開
し
て
か
ら
丸
八
年
が
過

ぎ
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
「
こ
ん
な
家
、
ど
こ
に

も
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
と
文
句
を
言
う
お

接
間
と
し
て
使
っ
て
い
た
。
デ
ス
ク
と
書
棚
に

簡
単
な
応
接
セ
ッ
ト
が
置
い
て
あ
る
。
一
回
に

二
階
へ
上
が
る
梯
子
段
が
つ
い
て
い
て
t
段
の

下

が

便

所

に

な

っ

て

い

る

。

'

二
階
は
手
前
が
子
ど
も
部
屋
、
奥
が
下
宿
人

部
屋
で
あ
る
。
と
も
に
四
畳
半
で
部
屋
と
部
屋

の
境
は
壁
に
な
っ
て
い
る
。
公
庫
か
ら
の
借
金

を
返
す
た
め
、
収
入
源
と
し
て
下
宿
入
を
置
く

こ
と
を
考
え
て
、
部
屋
を
独
立
さ
せ
て
い
た
の

で
あ
る
。
二
階
は
日
当
た
り
、
風
通
し
が
よ
く

て
非
常
に
気
持
ち
が
い
い
。

書
斎
の
隣
は
四
畳
半
の
茶
の
間
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
ち
ゃ
ぶ
台
を
化
し
て
、
昭
和
の
一
日
の

食
事
を
並
べ
て
あ
る
。
朝
は
麦
飯
•
あ
さ
り
の

味
噌
汁
。
昆
布
の
佃
煮
・
白
菜
の
潰
物
、
昼
は

麦
飯
・
鰯
の
丸
干
し
゜
煮
豆
，
沢
庵
、
夜
は
白

爺
さ
ん
も
い
た
が
、
今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
床
の

間
も
知
ら
な
い
人
が
い
る
。
畳
替
え
や
障
子
張

り
も
見
た
こ
と
な
い
、
は
た
き
を
か
け
る
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
、
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
し
た
こ

と
も
な
い
と
い
う
人
が
多
数
派
に
な
っ
て
い
る
。

確
か
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
今
時
の
住
宅
に
は
床

の
間
も
畳
も
な
い
も
の
が
多
い
。
障
子
も
襖
も

な
く
、
ベ
ッ
ド
は
万
年
床
だ
か
ら
、
和
風
住
宅

の
使
い
方
も
マ
ナ
ー
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
は

や
む
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
っ
て
こ
の
流
れ
を

止
め
る
す
べ
は
な
い
が
、
む
か
し
人
間
と
し
て

は
う
た
た
感
無
量
で
あ
る
。

確
か
に
戦
前
ま
で
の
日
本
の
住
宅
に
は
欠
点

が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
戦
後
の
家
族
制
度
の
変

化
や
工
業
化
社
会
の
進
展
な
ど
と
い
っ
た
大
き

な
社
会
変
革
に
よ
っ
て
合
理
的
に
改
善
さ
れ
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
際
、
ひ
た
す

ら
洋
風
化
に
目
標
を
お
い
て
、
日
本
の
住
宅
の

特
長
で
あ
っ
た
風
土
と
生
活
に
根
ざ
し
た
住
文

化
ま
で
投
げ
捨
て
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
間
違
い

だ
っ
た
と
思
う
。
も
っ
と
日
本
の
住
文
化
を
大

事
に
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
思
っ
て
茅
屋
な
が
ら
和
風
住
宅
と
そ
の

中
で
の
く
ら
し
を
伝
え
た
い
と
、
さ
さ
や
か
な
努

力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
泉
和
子
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写真2 バブル時代の橋

写真3 九頭竜川に架かる福井県勝山市の勝山橋（平成12年竣工）

戦
荊
の
公
共
事
業
は
基
本
的
に
は
直
営
だ
っ

た
。
工
事
は
民
間
の
建
設
会
社
に
発
注
さ
れ
た

が
、
設
計
監
理
を
含
め
、
土
木
構
造
物
の
設
計

は
役
所
の
イ
ン
ハ
ウ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
た
。
設
計
者
（
主
任
技
師
）
も
明
示

さ
れ
、
日
本
橋
（
明
治
四
四
年
）
は
東
京
市
の

樺
島
正
義
の
、
永
代
橋
（
大
正
一
五
年
）
は
復

興
局
の
田
中
盤
の
橋
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
地

方
に
は
人
材
不
足
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
設

計
事
務
所
を
開
い
て
い
た
民
間
の
増
田
淳
や
阿

部
美
樹
志
設
計
も
多
い
。
情
況
が
一
変
す
る
の

は
高
度
成
長
時
代
以
降
で
あ
る
。

昭
和
三

0
年
代
に
始
ま
っ
た
経
済
の
躊
異
的

成
長
を
支
え
る
た
め
に
、
港
湾
や
道
路
、
や
や

遅
れ
て
新
幹
線
、
空
港
な
ど
の
社
会
資
本
へ
の

投
資
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
た
。
増
大
す
る
業

務
を
こ
な
す
た
め
に
設
引
、
計
画
、
調
査
の
仕

改
良
型
の
技
術
、
前
例
踏
襲
型
の
デ
ザ
イ
ン
と

見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
部
の
例
外
は
東

名
以
来
の
日
本
道
路
公
団
イ
ン
ハ
ウ
ス
の
手
に

な
る
高
速
道
路
の
橋
で
あ
る
。

昭
和
の
末
か
ら
バ
ブ
ル
景
気
が
始
ま
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
無
味
乾
燥
な
設
計
の
鬱
憤
を
は
ら

事
が
外
注
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
効
率
よ
く
、
早

く
実
施
す
る
た
め
に
設
計
は
標
準
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
質
よ
り
量
が
、
地
域
の
個
性
よ
り

効
率
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
ハ
ウ
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
丁
寧
に
、
知
恵
を
絞
っ
て
設
計

す
る
橋
は
西
海
僑
（
写
真
1

)

を
最
後
に
姿
を

消
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
―
―
1

0

年
代
か
ら
昭
和
の
末
に
至
る
期
間

は
、
標
準
設
計
と
長
大
橋
の
時
代
だ
っ
た
。
全

国
至
る
所
に
地
域
性
を
兼
視
し
た
同
じ
よ
う
な

橋
が
架
け
ら
れ
る
一
方
で
、
土
木
の
エ
リ
ー
ト

ェ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
は
本
州
四
国
連
絡
橋
に
代
表

さ
れ
る
橋
の
長
大
化
に
情
熱
を
注
い
で
い
た
。

そ
の
到
達
点
が
世
界
最
大
の
ス
パ
ン
を
誇
る
明

石
海
峡
大
橋
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
吊
橋
、

斜
張
橋
も
、
革
新
的
な
技
術
や
デ
ザ
イ
ン
の
観

点
か
ら
は
抵
界
の
賞
賛
を
得
た
と
は
言
い
難
い
。

す
か
の
よ
う
な
橋
が
続
出
す
る
。
景
観
に
名
を

借
り
た
装
飾
過
多
の
奇
を
て
ら
っ
た
橋
で
あ
る

（
写
真
2

)

。
構
造
の
合
理
性
や
全
体
の
形
の
美

し
さ
に
眼
は
向
か
ず
、
橋
本
体
と
は
関
係
の
な

い
高
欄
の
飾
り
、
彫
刻
の
設
置
な
ど
が
デ
ザ
イ

ン
と
誤
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
の
崩
壊
と
そ
れ
に
続
く
コ
ス
ト
縮
減

の
世
論
に
押
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
橋
は
姿
を

消
す
こ
と
に
な
る
。
現
在
は
昭
和
末
ご
ろ
か
ら

地
道
に
景
観
と
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
ん
で
き
た

ェ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の
成
果
が
実
り
つ
つ
あ
る
時

期
で
あ
る
（
例
え
ば
写
真
3

)

。

戦
前
の
イ
ン
ハ
ウ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
情
熟
を
傾
け
た
橋
は
、
日
本
橋
や

永
代
、
清
洲
の
両
橋
、
新
潟
の
萬
代

橋
が
国
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ

た
よ
う
に
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
が

高
い
も
の
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、
戦

後
の
標
準
設
計
に
よ
る
橋
は
、
残
念
な

が
ら
、
後
槻
に
そ
う
評
価
さ
れ
る
こ
と

は
ま
れ
で
あ
ろ
う
。
所
詮
、
知
恵
と
設

計
に
か
け
た
時
間
、
情
熱
が
作
品
の
価

値
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
橋
に

限
ら
れ
な
い
河
川
や
ダ
ム
等
の
土
木

構
造
物
一
般
に
通
じ
る
真
理
で
あ
り
、
゜

否
、
す
べ
て
の
構
造
物
、
建
築
、
美
的

工
芸
品
に
も
通
ず
る
真
理
で
は
な
い

か
と
思
う
。
昭
和
末
か
ら
地
道
に
続

け
ら
れ
て
い
る
橋
の
デ
ザ
イ
ン
が
将

来
文
化
財
的
評
価
を
受
け
る
か
否
か
、

そ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。 写真1 長崎県佐世保市・針尾島と西海市の間にある伊ノ浦瀬戸（針尾瀬戸）に架かる西

海橋（昭和30年竣工！

篠

原

修
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事例紹介

日
本
と
諸
外
国
の
人
々
の
交
流
の
広
場
と
し
て
広

く
内
外
に
親
し
ま
れ
て
き
た
国
際
文
化
会
館
は
、
昭

和
三

0
年
(
-
九
五
宜
）
の
開
館
か
ら
半
世
紀
を
経

て
老
朽
化
し
、
建
替
え
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
私

ど
も
で
は
こ
の
際
に
耐
震
面
の
強
化
、
利
便
性
の
向

上、

I
T
化
等
の
機
能
更
新
な
ど
、
利
用
者
に
と
っ

て
安
全
で
使
い
や
す
い
新
施
設
を
作
ろ
う
と
建
替
え

を
計
画
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
建
築
学
会
を
中

心
に
反
対
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
屁
史
的
に
由
緒

あ
る
敷
地
に
建
つ
会
館
は
我
が
国
近
代
建
築
の
傑
作

で
あ
り
、
ま
た
日
本
庭
園
も
名
匠
の
手
に
な
る
佳
景

と
し
て
知
ら
れ
、
高
い
文
化
財
的
価
値
を
有
す
る
か

ら
で
す
。

財
団
法
人
国
際
文
化
会
館
が
民
聞
の
国
際
交
流
の

「
ハ
ウ
ス
」
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を
も
つ
こ
と
、
こ

の
公
益
事
業
を
安
定
的
に
遂
行
し
て
い
く
た
め
財
政

的
に
裏
付
け
の
あ
る
連
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ

し
て
緑
豊
か
な
庭
園
と
建
物
の
た
た
ず
ま
い
の
環
境

を
大
切
に
す
る
こ
と
な
ど
新
会
館
計
画
の
方
針
を
説

明
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
建
築
学
会
は
特
別
に
委

大
阪
市
浪
速
区
に
「
新
世
界
」
と
呼
ぶ
歓
楽
街
が

あ
る
。
大
阪
の
庶
民
の
町
と
し
て
親
し
ま
れ
、
映
画

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
小
説
の
舞
台
と
し
て
も
た
び
た
び

登
場
し
て
い
る
。

こ
の
新
抵
界
は
明
治
三
六
年
に
開
催
さ
れ
た
第
五

回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
会
場
跡
に
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
、
北
半
分
は
飲
食
店
を
中
心
と
し
た
専
門
店
街
と

員
会
を
編
成
し
て
多
角
的
、
集
中
的
な
検
討
を
行
い
、

本
館
建
物
を
保
存
再
生
す
る
代
替
案
を
平
成
一
六
年

（二

0

0
四
）
九
月
に
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
案
は

会
館
の
意
向
も
跨
ま
え
た
具
体
性
を
も
つ
提
案
で
し

た
の
で
、
会
館
も
専
門
家
チ
ー
：
ム
を
作
り
、
学
会
側

と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
学
会
の
意
見
を
基
本
的
に

受
け
入
れ
て
、
保
存
再
生
案
を
採
択
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

新
会
舘
は
平
成
一
八
年
（
二

0

0
六
）
七
月
に
オ

ー
プ
ン
し
、
以
来
国
際
交
流
活
動
を
本
格
的
に
再
開

し
、
宿
泊
・
料
飲
施
殷
を
兼
備
す
る
施
設
に
に
ぎ
わ

い
が
戻
り
、
順
胴
に
選
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
時
に
は
天
皇
。
皇
后
両
陛
下
が
ご
来
館

さ
れ
、
昨
春
は
天
覧
歌
舞
伎
―
―
1

0

周
年
記
念
『
勧

遮
帳
』
公
演
を
行
う
な
ど
、
以
前
を
し
の
ぐ
活
況
を

呈
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
文
化
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
良
い
伝

統
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
新
し
い
試
み
と
同
じ
よ
う

に
大
切
で
す
。
本
館
建
物
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
り
、
庭
園
は
港
区
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
ま
た

さ
れ
た
。
パ
リ
を
モ
デ
ル
に
し
た
放
射
状
街
路
が
特

徴
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。

中
ほ
ど
に
は
ル
ナ
パ
ー
ク
と
い
う
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ

ル
の
都
市
型
遊
園
地
が
つ
く
ら
れ
た
。

こ
の
新
世
界
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
の
が
通
天

閣
で
あ
る
。
天
に
通
じ
る
高
い
建
物
と
い
う
意
味
で
、

ふ
じ
さ
わ
な
ん
が
（

命
名
者
は
明
治
初
期
の
儒
学
者
藤
沢
南
岳
で
あ
る
。

明
治
四
互
年
に
完
成
し
た

初
代
は
下
部
は
凱
旋
門
、

上
部
は
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を

模
し
た
奇
抜
な
姿
で
人
気

を
集
め
た
が
、
昭
和
一
八

年
に
火
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
、
同
年
第
二
次
大
戦

下
の
鉄
材
供
出
の
た
め
解

体
さ
れ
た
。

跡
地
は
戦
後
し
ば
ら
く

は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
三
一
年
に
、
総
工
費

三
億
四
0
0
0
万
円
で
、

独特の景観をもつ2代目通天閣

保
存
再
生
事
業
は
平
成
一
九
年
(
―

I

Q
O
七
）
日
本

建
築
学
会
賞
（
業
績
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
こ

う
し
た
国
際
文
化
会
館
の
選
択
が
今
後
の
良
き
先
例

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

初
代
が
建
っ
て
い
た
す
ぐ
北
側
、
つ
ま
り
現
在
の
場

所
に
二
代
目
が
再
建
さ
れ
た
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
で
、
高
さ
は
一

0
三

m
、
上
層
の
展
望
台
ま

で
が
八
四

m
で
あ
る
。
地
上
一
四
111
の
と
こ
ろ
に
下

層
の
展
望
室
が
置
か
れ
、
み
や
げ
物
屋
、
事
務
室
舘

が
あ
る
。
塔
の
東
側
に
は
円
形
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
塔

が
つ
／
へ
ら
れ
、
こ
こ
が
入
口
と
な
り
、
二
階
の
展
望

室
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
設
計
は
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
を

な
い
と
う
た
ち
ゅ
う

手
が
け
た
内
藤
多
仲
で
、
施
工
は
株
式
会
社
奥
村
組

で
あ
る
。

下
層
の
展
望
室
は
外
側
に
せ
り
出
し
た
逆
台
形
の

箱
型
で
、
上
層
の
展
望
室
は
上
方
に
広
が
る
形
態
で

あ
り
、
直
線
で
構
成
さ
れ
た
外
観
の
デ
ザ
イ
ン
は
重

厚
で
あ
る
が
、
な
に
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
親
し
み
や
す
い

雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
。

近
年
の
レ
ト
ロ
ブ
ー
ム
の
中
、
新
世
界
は
大
阪
の

庶
民
の
町
を
代
表
す
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
、
多

く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
中
心
が
通
天
閣

で
あ
り
、
大
阪
城
天
守
閣
と
並
ぶ
大
阪
を
代
表
す
る

都
市
景
観
と
い
え
る
。

国際文化会館からは東京タワーも望める［撮影：新建築社写真部］

ア→→
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直扇詞 事例紹介

戦
後
に
つ
く
ら
れ
た
建
造
物
の
中
で
、

現
在
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

も
の
は
三
件
（
表
l

)

、
登
録
有
形
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
三
二
件
に

上
り
ま
す
。
霊
要
文
化
財
の
三
件
は
、
い

ず
れ
も
著
名
な
建
築
家
が
設
計
し
た
、
デ

ザ
イ
ン
に
優
れ
た
作
品
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
戦
後
日
本

の
復
興
を
象
徴
的

に
物
語
る
、
歴
史

的
に
も
意
義
深
い

建
築
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
登
録
有

形
文
化
財
に
関
し

て
は
、
表
2
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、

そ
の
内
容
は
実
に

多
種
多
様
で
、
住

宅
・
サ
ー
ビ
ス
業

に
関
連
す
る
建
築

物
を
は
じ
め
と
し

て
、
官
公
庁
舎
、

学
校
、
文
化
福
祉

表1 重要文化財に指定されている戦後の建造物

芸地i：：合言：：：］芸芸／1 1 芦呈II／ ：ぎ言合言：

施
設
、
国
土
保
全
施
設
な
ど
、
国
民
の
生

活
に
深
く
か
か
わ
る
建
造
物
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
物
件
を
見
て
い

く
と
、
屋
敷
の
土
蔵
、
木
造
の
料
亭
や
神

社
建
築
、
表
面
を
石
張
と
し
た
砂
防
堰
堤

な
ど
の
、
戦
前
か
ら
の
技
法
・
意
匠
に
よ

る
建
造
物
が
多
く
を
占
め
る
一
方
で
、
名

古
屋
テ
レ
ビ
塔
や
富
山
市
郷
土
博
物
館

（
富
山
城
）
な
ど
の
よ
う
に
都
市
の
復
興
を

象
徴
す
る
大
規
模
建
造
物
、
倉
吉
市
役
所

本
庁
舎
の
よ
う
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
庁
舎
建

築
、
さ
ら
に
は
戦
後
全
国
各
地
に
建
設
さ

れ
た
遊
園
地
施
設
や
鉄
骨
の
火
の
見
櫓
な

ど
、
い
か
に
も
戦
後
ら
し
い
建
造
物
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
明
治
以
降
の
近
代
化
に

よ
り
多
様
化
し
た
我
が
国
の
建
設
文
化
が
、

戦
後
の
新
た
な
社
会
情
勢
の
中
で
さ
ら
に

発
展
し
て
い
く
様
を
、
こ
う
し
た
物
件
か

ら
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現

在
、
ニ
ニ
件
に
と
ど
ま
る
昭
和
一
二
0
年
代

造
の
建
造
物
の
登
録
件
数
が
、
今
後
順
調

に
増
え
て
い
け
ば
、
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま

す
顕
著
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

表2 登録有形文化財に登録されている戦後の建造物

第2次産業

第3次産業

官公庁舎

学校

31 
沼田家住宅1日りんご倉原（北海道，昭和28年），泉家住宅鰹節製造場（高知県，昭

和22年ごろ）ほか

1 2 1 

旧北炭夕張炭鉱高松ズリ捨線供橋（北海道，昭和26年），後藤織物工場（群馬県．

昭和23年），赤庸山元窯中型窯（奈良県，昭和26年ころ）ほか

今半別館玄関棟（東京都，昭和25年ごろ），名古屋テレビ塔（愛知県，昭和29年）ト
33 I 

料亭河文主屋（愛知県，昭和25年）ほか

能代市役所第一庁舎（秋田県，昭和24年），旧相川拘置支所居房棟（新潟慄，昭和

29年），含吉市役所本庁舎（鳥取嗅，昭和31年）ほか

旧男鹿市立加茂青砂小学校屋内体操場（秋田県，昭和26年），旧山本中学校杵原校舎
4! 
』教室棟（長野県．昭和24年），三重大学レーモンドホ＿ル（三重惧，昭和26年）ほか

生活関連

文化福祉

住宅

宗教

~
~
 

水治山治

その他

211日岩渕火の見櫓（静岡県，昭和26年），なごみの塔（沖縄県，昭和28年）

官山市郷土惜物館〈富山城〉（富山県，昭和29年），山本能楽堂及び能舞台（大阪
71 

府，昭和25年），阿須那公民館阿須那分館（島根県．昭和27年）ほか

50 1 
佐藤政衛家住宅土蔵（青森県，昭和20年），松永記念館老欅荘〈旧松永安左ヱ門邸〉

（神奈川県，昭和21年），泉家住宅主屋（高知県，昭和22年ごろ）ほか

61 
真清田神社本殿及び渡殿（愛知黒，昭和29年），宇夫階神社本殿〈旧多賀宮御正殿〉

（香川県昭和28年），大川阿蘇神社農村舞台（熊本県，昭和28年ごろ）ほか

61 
方等上流砂防堰堤（栃木標，昭和27年），日影第一号砂防堰堤（岐阜惧，昭和27

年），柚小屋扶堰堤（鳥取県，昭和26年）ほか

前橋市中央児童公園〈るなぱあく）もくば館（群馬県，昭和29年），オリエンタル
21 

ビル屋上観覧車（愛知興，昭和31年）ほか

文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）
付
調
査
部
門

て
指
定
鬱
登
録
さ

て
い

広島平和記念資料館

広
島
平
和
記
念
資
料
館
と
世
界
平
和
記
念
聖
堂
は
、

国
際
平
和
文
化
都
市
を
都
市
像
と
す
る
広
島
市
街
地

の
ほ
ぼ
中
心
部
に
位
置
し
、
一
昨
年
の
平
成
一
八
年

七
月
、
戦
後
建
築
と
し
て
初
め
て
重
要
文
化
財
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
が

位
置
す
る
地
域
は
、
戦
前
ま
で
存
在
し

た
建
物
が
ほ
と
ん
ど
破
壊
、
焼
失
し
た

爆
心
地
か
ら
半
径
二
km
以
内
に
当
た
り

．．
 

そ
れ
ぞ
れ
建
設
の
経
緯
は
異
に
す
る
が
、

被
爆
後
約
一

0
年
の
時
を
経
て
竣
工
し

た
も
の
で
す
。

広
島
平
和
記
念
資
料
館
は
、
広
島
平

和
記
念
都
市
建
設
法
に
基
づ
き
、
平
和

記
念
公
園
内
に
建
設
さ
れ
た
被
爆
資
料

な
ど
を
展
示
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
資
料
館
で
、
一
階
の
吹
き
放
し
ピ

ロ
テ
ィ
や
ル
ー
バ
ー
の
意
匠
な
ど
に
建
物
の
特
徴
が

よ
く
現
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
批
界
平
和
記
念
聖
堂
は
、
被
爆
で
焼
失
し
た

「
絨
町
天
主
公
教
会
」
を
継
承
す
る
施
設
と
し
て
そ
の

跡
地
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
単
調
な
箱
型
に
、
艦
体
の
柱
梁
フ
レ
ー
ム
、
セ

メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
煉
瓦
、
花
弁
型
の
窓
お
よ
び
正
面

玄
関
上
の
彫
刻
な
ど
の
組
合
せ
で
変
化
を
も
た
せ
た

外
観
が
建
物
の
見
所
の
一
っ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
棟
の
建
物
は
、
戦
後
、
廃
墟
の
中
か
ら
復

興
し
、
変
化
し
て
き
た
街
の
中
で
も
そ
の
姿
を
変
え

る
こ
と
な
く
常
に
大
き
な
存
在
感
を
示
し
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
歩
み
は
多
く
の
方
々
が
体
験
的

に
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文
化
財
が
私
た
ち
に
と
っ

て
身
近
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
強
く
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
建
物
と
い
え
ま
す
。

世界平和記念聖堂
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令
長
官
対
談
命

安
化
の
交
差
点
】
青
木
保
文
化
庁
長
官
対
談

野
村
萬
斎狂

言
師
、
世
田
谷
パ
プ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
芸
術
監
督

[
長
官
コ
ラ
ム
青
木
保
の
カ
フ
ェ
・
ア
オ
キ
】

舎
特
集
命

平
成
二

0
年
度
の
文
化
行
政
の

重
点
的
な
取
組

【
施
策
紹
介
]

平
成
二

0
年
度
の
文
化
庁
重
点
施
策

●
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
魯

禰
報
ひ
ろ
ば
」
オ
ー
プ
ン

「
高
松
塚
古
墳
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
報
告

『
文
化
庁
月
報
]
平
成
一
九
年
度
総
目
次

口

曰

璽

園

，
1

’

|

|

1

今
回
は
、
戦
絞
に
つ
く
ら
れ
た
建
造
物
の
文
化
財
保
成
通
じ
て
、
こ
の
時
代
を
懐
か
し
む
風
潮
が
広
が
っ
て
き
て

の
現
況
に
焦
点
を
当
て
て
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
ひ
と
昔
い
る
こ
と
な
ど
か
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
文
化
財
保
護
の
観
点

前
な
ら
ば
、
文
化
財
は
、
現
在
の
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
か
ら
い
え
ば
、
戦
後
建
造
物
の
保
態
を
遮
め
る
こ
と
は
、

た
、
遠
い
過
去
の
作
品
や
建
造
物
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
建
骰
後
五
0
年
を
経
過
し
た
建
造
物
を
対
象
と
す
る
登
録

る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
近
年
で
は
、
戦
後
と
い
文
化
財
制
度
が
浸
透
し
た
現
在
に
お
い
て
は
い
わ
ば
自
然

う
、
多
く
の
日
本
人
の
自
分
史
と
重
な
る
時
代
の
造
構
な
流
れ
で
あ
り
、
産
業
造
産
、
文
化
的
景
観
と
並
ん
て
ニ

を
、
文
化
財
と
し
て
保
護
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
0
世
紀
建
造
物
の
保
護
が
欧
州
に
お
い
て
積
極
的
に
進
め

す
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
戦
後
日
本
を
既
に
―
つ
の
歴
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
も
、
今
後
我
が
国
に
お

史
と
し
て
と
ら
え
る
読
獄
が
広
ま
り
、
さ
ら
に
は
戦
後
の
い
て
本
格
的
な
保
護
の
取
組
が
期
待
さ
れ
る
分
野
の
一
っ

高

度

成

長

期

に

お

け

る

日

本

の

姿

を

描

く

映

画

や

小

説

を

と

い

え

る

で

し

ょ

う

。

（

参

）

ほ
か

I 
美術館•博物館チケットプレゼント I 

今月号の展覧会等のチケットプ

B□ 
文化庁では，ホームページで，文

化庁に関する情報を幅広く提供し

ています。ご意見，文化庁月報の

感想などを，ホームページのご意

見欄へお寄せください。 1 

舎
連
戟
傘

E

い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術
館
・
博
物
館
事
業
レ
ポ
ー
ト
]

名
古
屋
市
博
物
館

[
芸
術
文
化
の
風
]

「
旅
」
展
の
開
催

【
著
作
権
Q
&

A
『
著
作
権
な
る
ほ
と
質
問
箱
』
か
ら
]

図
書
館
と
著
作
椛

〖
言
葉
を
見
つ
め
て
〗

言
葉
の
使
い
分
け
／
敬
語

[
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
伝
建
歳
時
記
】

重
伝
建
の
城
下
町
篠
山
の
仔
ま
い
河
原
町
（
兵
廊
県
篠
山
市
）

一
世
界
遺
産
講
座
】

世
界
遺
産
条
約
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
か

字
広
げ
よ
う
「
文
化
力
」
の
輪
ー
1

第
五
回
関
西
元
気
文
化
圏
賞
贈
呈
式
を
開
催

[
こ
ど
も
の
文
化
体
験
】

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
事
業

百
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
〗

三
川
泉
・
能
シ
テ
方

言
詈
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
]

仏
像
の
国
籍

冨
り
歳
時
記
伝
承
を
支
え
る
人
々
】

鹿
島
日
吉
神
社
の
お
浜
下
り

夏
化
交
流
使
の
活
動
報
告
]

田
原
憲
ニ
・
北
九
州
市
立
穴
生
中
学
校
校
長

冨
進
芸
術
家
在
外
研
修
体
験
談
]

奥
谷
博
・
洋
画
家
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